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学
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要

餌
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十
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班
撃
士

大

村

小

磯

甘且Ⅷ

罷
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栄

利

加

の

譜

油

田

(警

粒
質

の
油
誓

言

む
ベ

ル

｣

油

田

位
置
､
泊
畢
及
産
額

ペ
ル
ー

P
eru
は
南
米
譜
閲
中
濃
も
早
-
石
油
を
崖
出
し
た
問
で
あ
る
｡
其
の
産
額
の
記

強
に
現
は
れ
L
は

一
八
九
六
年
な
れ
共
､
其
の
起
業
は

一
八
六
七
年
頃
に
し
て
其
の
皆
時
よ
り
既
に
少
量
の
産
油
を

見
て
居
た
も
の
で
あ
る
｡

1.
九
二
四
年
の
産
額
は
叱
.
八

二
一､
〇
〇
〇
喝
に
し
て

1
八
九
六
年
以
後
の
地
産
顎
は

宰

｢

三
二

二

〇
〇
〇
帽
で
あ
る
｡
年
数
の
割
合

に
線
麿
額
の
少
な
き
は
､
産
恥
の
増
加
が
比
較
的
近
年
な
る
鳩

め
で
あ
る
0

億
油
地
は
二
ヶ
所
に
大
別
さ
れ
.る
｡

其
の

一
は
海
岸
油
田
ビ
解
せ
-
る
～
-
の
に
し
て
図
の
北
西
隅
に
替
る
太
平

付け
.の
鵬仲,LL
に
出札
か
-
･約
二
打
H哩
の
蛸州
LLL散
在
せ
る
12
の
瑞L
Jの
一心
0
主
塔
ハわは
る
油
川州m
Hは
Jノ
ーノ
ト
ス

N
orriT:os

や
ビ



ト
ス
L
o
b
l.tOS
ネ
〆

-
-
ス

N
e
g
r
ito
s

の
三
油
H
で
あ
る
0
就
中
-
ネ
グ

-
-
ス

N
eglilos
は
庇
-
大
な
る
-
の

に
し
て
現
在
に
放
け
る
産
油
の
九
〇

殖
以

上
ー
過
去
に
於
け
る
組
産
報
の

八
〇
殖
以
上
を
占
め
て
屠
る
U
其
の
l言

(解

f
澗
)

間

瀬
発

利

加

北

部

的山

門
分

和
樹

噂 o/LF/'eLLIS

ァ
ソ
デ

ス
油
田
だ
挿
せ
ら
る
～
値
域
に
し
て
.
図
の
東

南
隅
に
督

-
ア
ン
デ
ス
山
中
の
ポ

リ
ビ
ヤ
開
場
に
跨
る

チ
チ
カ
カ

T
itic
aca湖
の
西
岸
に
チ
チ
カ
カ
油
田
が
あ

る
｡

7
九

〇
六
年
の
成
功
で
未

だ充
分
の
凝
展
を
見
て

居
な
い
｡
産
街
は
僅
か
に

1
殖
位
で
あ
る
｡
本
池
田
の

所
在
地
は
海
抜

一
笛
沢
に
近
か
-
怖
ら
-
世
罪
の
油
田

所
在
地
だ
し
て
は
最
高
の
も
の
で
あ
ら
-
0

油
質
は
ポ
ー
メ
三
五
度
-
三
七
度
程
度
の
最
も
多
-

系
統
ア
ス

バ
ル
ー
系
の
も
の
哲
多
-
含
ん
で
居
る
｡
ア

ン
デ
ス
置
域
の
も
の
は
ポ
ー
メ
些

二
度
に
し
て
で
フ
ヒ

ン
系
で
あ
る
｡
此
の
問
の
産
柵
の
八

〇
頭
は
北
米
食
東

園
に
輸
出
さ
れ
､
そ
の
他
は
主
だ
し
て
智
利
碑
石
工
業

の
燃
料
だ
し
て
消
費
さ
れ
て
居
る
.
明
治
四
十
年
頃
'

原
柵
の
儒
日
本
に
も
輸
入
さ
れ
た
こ
だ
が
あ
る
｡

地
質
及
鋳
床

海
岸
油
田
値
域
の
主
要
な
る
性
質
は
全
部
第
三
紀
の
飴
新
期
の
も

の
で
p
大
略
次
の
如
-
分
数
さ

石
油
珊
鮮
輿
枇
嬰

三

七

五
三



地

球

筋
八
森

聖

惑

三
八

五
凹

れ
て
あ
る
｡
(G
eol0--y
aud
P

ateont.1ogty
.f
N
orth･
w

est
P

eru,
T
.
0
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B
o
s
w
o
rth

に
掘

る
)
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右
の
内

ネ
ダ

リ
ト
ス
暦
は
代
衷
化
石
に
由
で
更
に
上
下
望
素

に
別
か

た
れ
で
あ
る
｡
即
ち
上
部
の
四
千
沢
は
ク
ラ
ビ
リ
デ
ス
系

Claviiith
Ss

series
及
び
下
部
の
三
千
択
以
上
の
部
分
は
チ

ユ
リ
ぞ

フ
系

で
亡
ri
[eEa

s
e
r
i

es
ビ
命
名
さ
れ
て
居
る
｡
而
し
て
石
油
を
貯
潤
せ
る
層
位
は
極
め

て
燐
き
範
囲
に
瓦
っ
て
屠
る
O
何
れ
も
貢
岩
中
に
介
在
せ
る
砂
暦
中
に

貯
溜
さ
れ
て
屠
る
｡
今
そ
の
範
囲
を
堪
ぐ
れ
ば
､
北
部
の
ブ

リ
ト
ス
湘
田

に
於
て
は
ブ

リ
J･
ス
骨

の
上
部

二
千
駅
の
間
､
其
の
両
方
の

ロ
ビ
J･
ス

並
に
ネ
ダ
リ

ト
ス
油
田
の
東
部
の
置
域
に
て
は

ロ
ビ
ト
ス
暦
の
下
部
四

千
帆
の
間
､

ネ
ダ
リ
J･
ス
油
托~
の
西
部
の
置
域
に
て
ほ
ネ
ダ
リ
ト
ス
暦

の
上
部
五
千
五
百
帆
の
間
に
介
在
し
て
居
る
｡
そ
れ
故
金
鰭
の
暦
を
通

じ
て
は
産
油
の
暦
準
は
極
め
て
博
き
も
の
で
あ
る
｡
右
の
第
三
紀
層
は

中
生
配
の
も
の
ビ
考
え
ら
ち
､
粘
磐

石
及
び
憶

石
の
厚
東
に
不
整
各
に
乗

っ
て
屠
る
｡
而
し
て
第
三
紀
暦
は
海
岸
に

沿
ひ
古
記
の
岩
層
の
構
.成
す
る
高
山
地
の
放
丘
を
形
成
し
て
屠

る
｡
油
田
地
置
域
に
於
け
る
望

表

層
の
晴
は
約
十

五
哩
乃
至

宇

哩
で
あ
る
じ
此
の
低
域
に
於
け
る
堅

二
紀
静
の
構
造
は
神
曲
作
用
を
壁
-
る
こ
k
Jな
-
､
多
数
の
交

差
断
層
に
申

-
数
多
の
陸
塊
に
介
粧
さ
れ
､
陸
塊
各
自
上
下
の
運
動
を
成
せ
る
如
き
-
の
で
あ
る
0
そ
れ
故
-
石
油

の
鮮
床
は
睦
.地
中
に
於
で
傾
斜
の
上
部
に
粧
祈
し
て
構
成
さ
れ
て
層
-
0
時
に
は
多
少
地
静
の
披
曲
を
見
-北口
斜
の
如
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き

部
分
あ
る
も
P
大
多
数

は

｡aj
斜
構
造

ご
同
じ
場
倉
の
鋸

床
を
構
造
し
て
屠

る
'
世
界

油
EE
甲
多
塵
の
石
油
を
産
出

す

る
も
の
に
し
て
右
の
如
き

鋸
床

を
成
す
も
の
は
比
の
低

域
の

油
円
に
於
て
其
の
例

を

凝
見
す
る
の
み
で
あ
る
｡

盛

者
の
凋
め
ネ
グ
-
ト
ス
油
田

附
近
の
陸
塊
分

離
B
ic
c粁in
g

の
耽
憩
並
に
駁
床
の
状
態
を

園
田
に
て
紹
介
し
て
お
-
I

(
B
a
sw
orth
氏
に
伐

る

)
～

ア
ン
デ

ス
日
置
域
の
チ
チ
カ

カ
油
附
の
堅

二
瓶
暦

に
就
て
は
未
だ
詳
し
い
文
献
に
接
し
L･.
い
0

錬
成
は

一
修
の
背

斜

の
上
に
構
成

さ
れ
て
居
る
｡

其
の
背
斜
は
北
四
十
皮
酉
の
方
向
に
横
は
-
両
翼
の
傾
斜
は
か
な

り
急
で
あ
る

け

♭

ト

リ

ニ
ー
ダ

ツ

ー

島

石
油
地
質
興
桝
嬰
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第
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懇

望
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喜

空

(.

位
置
､

滑
等
及
産
額

.
ト

リ
.1
ダ
ッ
ト
島

T
rin
id
ad
is
lm
d

は
四
印
度
諸
島
中
の
最
南
端
の
も
の
に
し
て
'
グ

エ
ネ
ズ

エ
ラ
秒
東
北
鶴
の
海
岸
近
-
に
横
は
つ
て
居
る
所
属
は
英
領
で
あ
る
｡
南
北
五
十
警

乗
学

事

哩
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過
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･f仏
い
小
島
な
る
も
､
宙
-
よ

b
L士
涯
膏
の
産
地
ビ
し
て
世
界
に
知
ら
れ
て
居
る
｡

本
島
の
士
滞
帝
の
産
地
は
島
の
西
南
の
海
岸
に
鑑
か
-
存
在
す
る
硬
膏
湖

P
itc
h

仙ak
e
で
あ
る
｡
此
の
滞
青
潮
は
直
種
三
分
の

一
哩
の
固
形
に
近
か
き
窪
地
に
田
鰻

草
根
状
の
士
渥
青
を
混
え
て
居
る
｡
其
の
士
渥
宵
の
粍
さ
は
不
明
な
る
も
.
骨
で

中
央
に
近
か
き
朗
で
試
み
ら
れ
た
る
ポ

ー
リ
ン
グ
が
'
深
さ

〓
ニ
五
択
に
逢
せ
L

も
相
は
底
に
達
せ
な
か
っ
た
ど
の
こ
と
で
あ
る
｡
何
れ
に
で
も
士
硬
膏
の
畳
は
極

め
て
莫
大
な
る
こ
と
は
想
像
に
難
-
な

い
｡
此
の
士
滞
膏
は

l
八
六
七
年
頃
よ
･･C,

採
掘
さ
れ
世
界

の
大
都
食
の
舗
道
に
使
用
さ
れ
て
居
る
｡
最
初
よ
り
今
日
ま
で
約

五
百
英
噸
の
士
滞
帝
が
採
掘
さ
れ
､
渥
帝
湖
表
面
は
約

二
ハ
沢
の
低
下
を
風
花
と

の
こ
と
で
あ
る
｡
期
の
如
き
滞
青
潮
は
石
軌
の
表
面
兆
候
の
最
も
偉
大
L･i
る
も
の

で
あ
る
｡
此
の
外
.
此
の
島
に
は
含
柵
暦
の
露
出
､
克
斯
の
噴
出
､
侃
火
山
等
の

兆
候
が
頗
る
多

い
｡
石
油
の
産
額
は

山
九

〇
六
年
が
最
初
の
紀
錬
ど
な

っ
て
居
る

一
九
二
四
年
の
産
額
は
四
'

〇
五
雪

o
O
O
柘
に
し
て
最
初
よ

-
の
紙
産
額
は

二
三
､
二
六
g
r
O
O
O
曙
で
あ
る
0
油
田
は
凡
て
島
の
西
南
部
に
存
在
し
､
絶
計
十

二
ヶ
所
あ
る
0

沖
質
は
ア
メ
ハ
ル
ー
系
に
し
て
ポ
ー

メ
l
五
度
乃
至
二
十
八
圧
密
常
温
17-
ー
共
の
非
二
〇
度
前
後

の
も
の
が
敢



も
多
巣
で
あ
る
0
池
田
に
｣M
て
は
四

7
度
の
如
き
時
儲
ハの
も
を
産
出
す
る
だ
こ
ろ
も
あ
る
0

本
島
の
士
渥
常
の
成
分
は
平
均
し
て
礎
帝
分

B
itum
en
四

〇
%
､
粘
士
分
三

〇
殖
'
水
三

〇
申
な
る
が
､
舗
道

用
･fJ
し
て
渥
常
分
六

〇
頭
､
粘
士
分
四
ひ

宛
に
加
工
し
て
抽
出

し
て
屠
る
｡

地
質
及
鋳
床

本
島
油
田
地
方
に
磯
連
す
る
第
三
紀
層
は
中
新
期
の
も
の
最
も
顔
-
露
は
れ
'
漸
新
､
胎
新
期
の

も
の
も

1
部
に
露
出
す
｡
而
し
て
漸
新
暦
ビ
塘
新
暦

D̂
の
間
に
は
著
し
き
不
整
各
的
関
係
が
あ
る
O
此
の
始
新
暦
も

赤
白
畢
紀
だ
大
な
る
不
整
食
的
関
係
に
寵
か
れ
て
あ
る
｡

主
要
産
恥
骨
系
は
中
新
期
の
も
の
に
し
て
､
本
島
産
租
の
九
五
解
は
本
系
統
よ
-
凍
て
居
る
｡
申
新
期
の
地
膚
は

ま

ビ
し
て
粘
土
及
び
侃
床

M
arl
よ
り
成
り
'

こ
れ
に
砂
暦
が
介
在
し
て
居
る
｡
上
部
に
は
砂
暦
多
-
且
つ
亜
炭

L
ig
n
ite
の
薄
暦
を
有
っ
て
居
る
｡
本
中
新
暦
の
特
徴
だ
す
る
だ
こ
ろ
は
管
金
健
を
通
じ
て
有
孔
歳
F
o
ram
ine
b
e
r
a

を
多
量
に
揮
ふ
て
屠
る
こ
と
で
あ
る
｡
而
し
て
石
油
は
上
部
の
砂
多
き
部
分
及
び
下
部
の
砂
暦
の
発
達
し
砂
骨
だ
粘

土
の
互
暦
せ
る
部
分
に
政
も
多
量
に
貯
溜
さ
れ
て
屠
る
.
就
中
､
下
部
の
亙
暦
中
が
多
い
｡
浪
蚤
の
石
油
の
大
部
分

は
申
新
暦
か
ら
の
も
の
で
あ
る
｡
漸
新
'
飴
新
暦
は
主
.IJ
し
て
化
石
多
き
石
衣
質
砂
岩
及
び
頁
岩
の
互
瀞
よ
り
成

-

油
田
に
依
て
は
此
等
両
系
統
中
の
砂
岩
よ
-
石
油
を
採
取
し
て
居
る
朗
も
あ
る
.
嘩
質
の
石
油
の
大
部
分
は
之
等
雨

暦
か
ら
の
も
の
で
あ
る
.

錬
床
は
凡
て
背
斜
暦
の
頂
部
に
構
成
さ
れ
て
居
る
｡
本
島
の
地
質
構
造
は

]
蚊
に
約
東
酉
の
方
向
に
配
列
さ
る
ゝ

が
二
は
本
島
が
カ
-
ビ
ヤ
ソ

C
arib
b
ean

山
隈
の

一
部
で
あ
る
関
係
で
あ
る
｡
そ
れ
故
'
背
斜
は
殆
ど

凡
て
東
西

に
近
か
い
暦
向
で
あ
る
｡
褐
曲
は
鼎
皆
急
激
で
大
部
分
の
背
斜
の
両
翼
は
急
峻
で
お

る
｡

石
油
地
質
準
枇
嬰

二三

五
七



地

球

第

八
怨

讐

二
班

ここ二

五
八

渥
帝
潮
も
背
斜
の
頂
上
に
存
在
し
居
る
｡
そ
の
廃

園
は
蝕
刺
の
粘
畢
'
背
斜
の
頂
上
に
凹
朗
を
生
じ
､
乾
に
蝕
刺

の
進
捗
ビ
共
に
貯
溜
岩
の
油
釜
石

C
ap
R
o
ck
を
破
ら
れ
､
濃
重
の
石
油
の
地
表
湧
出
を
見
､
間
期
に
集
積
し
藩
に

土
曜
膏
化
し
た
も
の
ビ
即
さ
れ
tJ
居
る
｡
血

の
湖
ビ
同

素

斜
軸
に
ブ
ラ
イ
ト
ン

B
rig
h
t.n
宣
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